
 
 

 
今宿小学校マニフェスト（中期学校運営計画） 

  

 計画期間     平成１８年１２月１日～平成２１年３月３１日  （３年間） 

 学校教育目標    「自分の輝きを発揮し、共に生きる子」 
 ・子どものよさや可能性を生かし、一人ひとりに応じた基礎・基本の定着を図ります 
 ・いのちのすばらしさ、大切さを知り、心身の健康を自ら増進する子どもを育てます 
 ・豊かな体験活動を通して、課題へねばり強く立ち向かう能力を育てます 
 ・様々な交流活動を通して、互いのよさを認め合い共に生きる喜びを味わえるようにします 

 学校経営方針  
○学校教育目標具現化に向けた開かれた学校づくりをめざします。 
 ・家庭・「まち」との連携、近隣校との連携を図り、開かれた学校づくりを目指します 
 ・「ふれあい・体験」を柱とした特色ある教育活動の一層の充実を図ります 
 ・子どものよさや可能性を生かし、一人ひとりに応じた基礎・基本の定着を図ります 

 指導の重点  （３つの教育課題） 
 ・様々な交流活動を通して、互いに認め合い、学び合う喜びを味わえるようにします 
 ・子ども一人ひとりに応じた学習形態の多様化を図り、基礎・基本の向上に努めます 
 ・今小タイム（総合的な学習の時間）の充実を図り、子どもたちが問題を見つけ、自分で解決しようとする「生 
  きる力」が育っていくようにします 

 
          改善の視点                                     取組目標  
 

 １ 現代社会の中で規範意識や公共心などの欠如が 
   問題となっており、豊かな心を育む教育への取 
   組が必要となっています。 

◎豊かな心を育むために読書活動の一層の充実を図ってい 
 きます。お話ボランティアさんとの連携も図りながら、 
 児童の読書量を増やしていきます。 
◎４年、５年、６年で実施している宿泊体験学習の内容を 
 見直し、平成１８年度から、５年生の御獄体験学習を御 
 殿場宿泊体験学習へと変更しました。児童に身に付けさ 
 せたい体験の系統性を考え、これからも実施していきま 
 す。 
◎いのちの大切さを実感し、自己肯定感を育てるため、各 
 教科・領域等でいのちの学習の実践を引き続き行ってい 
 きます。 
◎ＰＴＡＯＢ会が毎年実施している「４年生の聴導犬体験」 
 を引き続き行い、福祉体験をしていきます。 
◎１年から６年までのたてわり活動を年間を通して実施 
 し、異学年での交流を通して、思いやりの心を育ててい 
 きます。 
◎幼稚園・保育園との交流を通して、思いやりの心を育て 
 ていきます。 

 

  

 

  ２  基礎・基本の定着を図るために教科等の指導の ◎３，４，５，６年で実施している少人数・習熟度別学習  



   充実を図る必要があります。  の充実を図り、個に応じた指導の充実を目指していきま 
 す。 
◎横浜市教育課程開発実践推進校として、算数教育を通し 
 て、「できる喜び、わかる楽しさを味わえる算数学習の 
 在り方」」を研究し、授業実践をしていきます。 
◎平成１８年度に校内ＬＡＮの整備が整ったのに伴い、 
 ＰＣ環境と職員ＰＣ研修の充実を図り、発達段階に応じ 
 た学習でのＰＣ活用能力の育成を目指します。 

 ３ 開かれた学校づくりを目指すために、家庭・「ま 
   ち」との連携、近隣校との連携を一層図る必要 
   があります。 

◎保護者・地域の方々の教育力を生かし、積極的に協力を 
 お願いしていきます。毎年、学校支援ボランティアを４ 
 月に募集しています。募集いただいた方は、登録をし、 
 活動内容に応じて協力をお願いしています。 
  ・行事ボランティア ・授業ボランティア ・講師ボラ 
  ンティア ・今小フェスタでの地域ボランティア 
 ・お話ボランティアは保護者の方による自主的活動 
◎幼・保・小・中学校の連携を一層進めていきます。 
 ・今小フェスタへの中学校生徒会参加 
 ・６年児童体育大会に向けての中学生による陸上部の指 
  導 
  ・授業参観交流 
  ・幼稚園・保育園との年間を通じた交流 
 ・就学児童の情報交換 
◎夏休み青少年指導員による夏休みキャンプへの積極的参 
 加、職員の協力を進めていきます。 
◎オープンスクールを実施し、様々な児童の様子を見てい 
 ただきます。 
◎地域に伝わるお囃子を伝承し、地域行事にも積極的に参 
 加していきます。 

 

 ４  児童が安心して学べる環境づくりをしていく取 
   組が必要です。 

◎児童自らが自らのいのちを守る力を育てるために、３年 
 生でのＣＡＰ体験を引き続き行っていきます。また、保 
 護者対象のＣＡＰ体験をＰＴＡと協力して、多くの方  々
 が体験できるよう広げていきます。 
◎保護者全員による見守り活動（今宿小学援隊）を、平成18 
 年5月より実施しています。引き続き、保護者の協力を 
 得ながら児童の安全を守るための活動を進めてまいりま 
 す。 
◎本校職員と地域、保護者との連携による登下校指導を行 
 っています。 
  ・登校時校門での出迎え：毎朝 
  ・始業前児童玄関での職員による見守り活動 
 ・下校指導：地域や保護者の協力 
 ・親子下校デー：月２回 
◎年１回、防犯教室と児童の不審者侵入時避難訓練を実施 
 しています。 

 

 
 



 

人材育成の考え方 ◎教育目標の具現化に向けて、全職員で課題解決をしていく職員集団を目指します。 
◎若手職員の育成を図るために、指導部の教師を中心に校内研修の充実を図り、また、教育 
 委員会主催の研修への積極的参加を進めます。 
◎特別支援教育に向けての児童理解研修の充実を図ります。 
◎ＰＣ環境と職員ＰＣ研修の充実を図り、発達段階に応じた学習でのＰＣ活用能力の育成を 
 目指します。 
◎一人ひとりの児童が抱えている課題を的確にとらえ指導していく力を磨くようにします。 

平成１８年度重点 
取組目標 

◎３つの教育課題への取組 
 ①様々な交流活動を通して、互いに認め合い、学び合う喜びを味わえるようにします。 
    ・各教科・道徳・特別活動・今小タイム・行事を通して、友達や先生、まちの人とのふ 
   れあい、交流を深めます。 
    ・「いのち」の学習を通して、かけがえのない「いのち」のすばらしさを学びます。 
  ・全校たてわり活動や、異学年交流の充実を図り、学び合いを高めていきます。 
  ・幼稚園、保育園、中学校などとの交流活動を深め、思いやりの心を育てます。 
 
 ②子ども一人ひとりに応じた学習形態の多様化を図り、基礎・基本の向上に努めます。 
    ・少人数学習・習熟度別学習により、子ども一人ひとりに応じた授業の展開を図ります。 
  ・算数科では、「できる喜び、わかる楽しさを味わえる算数学習の在り方」をテーマに 
   研究に取り組みます。 
    ・10分間読書活動の充実を図り、本に親しむ心情を育てます。 
 
 ③今小タイム（総合的な学習の時間）の充実を図り、子どもたちが問題を見つけ、自分で 
  解決しようとする「生きる力」が育っていくようにします。 
    ・各学年、各学級でのねらいのもと、様々な活動を展開します。活動を通しながら、「問 
   題解決力」「豊かな人間性」「たくましく生きるための健康や体力」が育つように努め 
   ていきます。 

これまでの取組結 
果 

 （平成１９年度から記載します。） 

まちとともに歩む 
学校づくり懇話会 
の意見等 

・子どもの安心・安全が第一。下校時児童が一人になってしまう所が問題。父母が真剣にな 
 って児童の安全に取り組んでほしい。 
・スポーツを通して、気力・体力の充実を図ってほしい 
・小学校での基礎・基本をしっかり育てて、中学校へ送り出してほしい。 
 例：２５メートルが泳げる。人の話をしっかり聞く。など。 
・地域の人も子どもたちに、悪いことをしていたら叱ることが地域の役目である。 

 
 
 


